
三保松原

駿府と今川氏「能『羽衣』と三保松原」
三代・今川泰範公が招いた観阿弥は至徳元年（１３８４）５月４日、駿府浅間神社に
能楽を奉納後、１９日に駿河で死去。義元公の時代にも観世大夫が駿府に滞在す
るなど、今川氏の能楽への想いは深く、その想いは義元公から家康公へ受け継が
れました。能「羽衣」は毎年１０月、羽衣の松前にて薪能で上演。

※今川義元公生誕五百年祭にむけて今川氏ゆかりの地や文化を表紙で紹介します。

撮影：水野茂

静
岡
市
行
政
施
策
へ
の
要
望

駿
府
秋
の
わ
く
わ
く
祭

現
場
改
善
で
生
産
性
向
上

静 岡 商 工 会 議 所 報［シング］

静駿静

平成30年10月1日発行　第103号（毎月1日発行）

撮影：坂本光則
（ビジュアリスト）

能「羽衣」宝生流能楽師 佐野登
（静岡市出身）





静岡の経済指標　２０１8年9月発表データ
静岡のマーケットの動きを把握するため参考になる数字を紹介します

静岡市人口（葵区）９月

静岡市人口（駿河区）９月

静岡市人口（清水区）９月

静岡市人口（合計）９月

静岡県百貨店販売額７月

静岡県乗用車（新車）登録台数８月

静岡県新設住宅着工戸数７月

清水港輸出総額７月

ハローワーク静岡  新規求人数７月

前年同月比 －１,３３１人

前年同月比 －３６８人

前年同月比 －１,７６０人

前年同月比 －３,４５９人

前年同月比 －５．６０億円

前年同月比 －２５０台

前年同月比 ＋４７１戸

前年同月比 －３億円

前年同月比 ＋８４６人

前年同月比 ＋６１１世帯

前年同月比 ＋１,１０３世帯

前年同月比 ＋６０５世帯

前年同月比 ＋２,３１９世帯

前年同月比 －１．０４億円

前年同月比 ＋１３台

前年同月比 ＋４１億円

前年同月比 ＋１２７億円

前年同月比 －６人

２５０,３６１人

２１１,５４６人

２３３,８８９人

６９５,７９６人

６９．２２億円

５,９１６台

２,３０９戸

１,５８３億円

４,５４２人

１０４,００４世帯

９３,４３３世帯

９５,３０５世帯

２９２,７４２世帯

２８２．９１億円

８０４台

２８３億円

９１０億円

２,０８３人

静岡市世帯数（葵区）９月

静岡市世帯数（駿河区）９月

静岡市世帯数（清水区）９月

静岡市世帯数（合計）９月

静岡県スーパー販売額７月

静岡県貨物車（新車）登録台数８月

静岡県公共工事請負金額８月

清水港輸入総額７月

ハローワーク清水  新規求人数７月

出典：人口＝静岡市、百貨店・スーパー販売額＝関東経済産業局、登録台数＝日本自動車販売協会連合会、住宅着工戸数＝静岡県、公共工事請負金額＝東日本建設業保証㈱、清水港貿易＝名古屋税関、求人数＝静岡労働局

※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、
　新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

平成30年10月1日発行 第103号（毎月1日発行）

　

　

　

・シーズ設立30周年記念講演赤字中小企業を世界のトップに！(静)

　

　

・事業承継相談(静)　・仕事で使えるExcel!!(10/9・12・18 清)

　

・法律相談会(静)　・経営塾公開講座(清)

・税務相談会(静)　・昼の芸妓の踊り鑑賞会(浮月楼)

・第18回清水港興津フェア(興津第一埠頭)

　

・一日公庫(静)　・アムステルダム入港(清水港)

・労務相談会(静)

　

・銀ぶらマルシェ(清水駅前銀座)

　

　

・IT・情報化相談会(清)　・マル経資金説明相談会(静・清)

　

　

・徳川みらい学会第４回講演会(ユーフォニア)

・七日市(入江商店会)　・ノルウェージャン・ジュエル入港(清水港)
・第12回清水港マグロまつり(JR清水駅東口他)
・第33回日・タイ友好長政まつり(静岡浅間通り商店街)

・IT・情報化相談会(静・清)　・創業相談会(清)　・「ちきゅう」南海トラフ大規模調査出港式（興津埠頭）
・マル経資金説明相談会(静・清)　・第16回しんきんビジネスマッチング静岡2018(ツインメッセ静岡)

・2018駿府秋のわくわく祭(～10/8 静岡市内)★詳細は折込みチラシをご覧ください。
・セレブリティミレニアム入港(10/1・15 清水港)
・士業（専門家）ビジネス交流会(静)
・eco検定試験申込受付(～11/2)
・経営分析セミナー(ホテルクエスト清水)

・今川歴史講演会「現代に生きる今川氏の功績」(静岡市民文化会館)
・ビジネススクール第7回目リーダーシップ研修(静)　・経営塾公開講座(清)

・清水エスパルスVSジュビロ磐田(アイスタ)
・第35回三保羽衣薪能(三保羽衣の松前)　・昼の芸妓の踊り鑑賞会(求友亭)

・マル経資金説明相談会(静・清)　・法律相談会(清)　・茶祖聖一国師秋季祭典(国師堂)
・県信用保証協会経営相談(静)　・デザイン相談会(静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター)
・静岡モノづくり改革技術研究会(清)　・「ちきゅう」南海トラフ大規模掘削調査壮行会（大花）

・許認可・著作権相談会(静)
・スター・レジェンド入港(10/15・17 清水港)
・税務相談会(清)　・接客術向上セミナー(静)
・ウエステルダム入港(清水港)

・七間町おまちでアート(七間町名店街)
・海のみらい静岡友の会キッズセミナー「ビーチコーミング＆ミズウオ解剖」（東海大学海洋科学博物館他）

・発明・特許相談会(静)　・助成金活用セミナー(小杉苑)
・静岡県内全15商工会議所合同個別商談会(静)

・税務相談会(静)　・仕事発見交流セミナーモノづくり編(B-nest)
・静岡市プレミアムフライデー「楽しく体を動かそう！」(静岡市内)

・法律相談会(静)　・製造業部会・新産業開発振興機構 合同視察研修会
・第99回常議員会・議員懇談会in東海大学海洋学部(東海大学)

・鷹の市＆駿府市(鷹匠1丁目発展会・駿府町1区発展会)
・昼の芸妓の踊り鑑賞会(大花)　・おまちdeハロウィン(～10/28 中央商店街)
・第214回珠算・暗算段位認定試験
・海のみらい静岡友の会「海のみらい静岡探検隊チャレンジスクール」（大谷崩）

・清水エスパルスVSサンフレッチェ広島(アイスタ)
・七間町青空市(～10/21 七間町名店街)
・紺屋町マルシェ(～10/21 紺屋町名店街)

・健康相談(静)　・司法書士相談会(静)　・一日公庫(清)
・労務・特許相談会(清)　・経営塾公開講座(清)
・デザイン相談会(静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター)

月

火

水

木

金

土

日

月・祝

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

【 セミナー・イベント カレンダー 】

しずおか味な店
リゾート気分で楽しむこだわりの本格イタリアン
ビストロ・イタリアン・チーズフォンデュ　ミルポワ

東京からこんにちは
未来の社会の姿を徹底研究
東京工科大学教授　七丈直弘さん

しごとなでしこ
身の回りの様々な製品の原料を作っています
日本軽金属㈱清水工場　望月彩未さん
静岡の未来
不正業者から守ることで静岡を活性化したい
新清水法律事務所　浅井裕貴さん

わが社自慢の商品・サービス
飲食店特集ほか

製造業部会特集
現場改善による生産性向上
・中小製造業の競争力向上を支援 榊原公一氏
・組立スペースの確保と生産効率の向上 ㈲袖師の望月鐵工
・個人事業から脱却し、衛生面と作業効
率を向上 ㈲立花屋食品

・ＩＴシステムリニューアルによる生産効
率向上 ㈱葉桐

今川義元公入門講座!!
「三河進出！」

写真で見る静岡商工会議所の動き
8月の会議所事業

平成31年度
静岡市行政施策への要望

写真で見る静岡商工会議所の動き
会員交流ゴルフ大会

9/28～10/8
２０１８駿府秋のわくわく祭

誌上経営相談
現場改善アイデアを実現する機能分析手法
ナガイシンクタンク　長井　誠さん
徳川みらい学会
「会津藩祖・保科正之」
静岡大学名誉教授　小和田哲男さん



　

静
岡
商
工
会
議
所
製
造
業
部
会
は
、

機
械・電
気
、工
業
、食
品
、木
材
合
板
、エ

ネ
ル
ギ
ー
、木
漆
の
６
つ
の
分
科
会
を
設

け
て
、も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
、地
域

活
性
化
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

静
岡
県
の
製
造
品
出
荷
額
は
、16
兆

１
，３
２
２
億
円（
平
成
29
年
度
）で
愛

知・神
奈
川
に
次
い
で
全
国
３
位
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。事
業
所
数
は
全
国
５
位
、

従
業
者
数
で
は
愛
知・大
阪
に
次
い
で
全

国
３
位
と
、も
の
づ
く
り
に
関
し
本
県
は

高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　

静
岡
市
統
計
書（
平
成
29
年
度
版
）

に
よ
る
と
、本
市
の
製
造
品
出
荷
額
で

は
、多
い
業
種
別
に
、①
電
気
機
械
器
具

６
，６
１
４
億
円
、②
食
料
品
２
，２
２
１

億
円
、③
非
鉄
金
属
１
，１
８
２
億
円
の

順
で
、続
い
て
、④
化
学
工
業
８
７
８
億

円
、⑤
生
産
用
機
械
器
具
８
７
６
億
円
、

⑥
金
属
製
品
８
７
２
億
円
と
な
って
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
静
岡
県・静
岡
市
を
リ
ー

ド
す
る
製
造
業
は
、高
度
な
技
術・も
の

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、当
製
造
業

部
会
の
主
要
事
業
の
一つ
と
し
て
現
場
改

善
支
援
事
業（
委
員
長
：
上
妻
親
司

氏
）の
推
進
を
図
って
お
り
ま
す
。

　

わ
た
く
し
も
委
員
を
仰
せ
つ
か
って
お

り
ま
す
当
支
援
事
業
は
、企
業
が
抱
え

る
課
題
解
決
か
ら
作
業
の
標
準
化
、５

Ｓ・安
全
管
理・Ｉｏ
Ｔ
な
ど
に
よ
る
現
場

の
改
善
、製
品・技
術
の
高
付
加
価
値
化

や
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、企
業
の

優
秀
な
技
術
者
Ｏ
Ｂ
を
中
心
と
し
た
専

門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、静
岡
地
域

に
集
積
す
る
中
小
製
造
業
者
等
の
競
争

力
向
上
の
強
化
を
目
的
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
本

事
業
も
、こ
の
８
年
間
で
89
件
を
数
え
、

本
年
度
も
16
件
の
支
援
事
業
が
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
製
造
業
部
会
の
特
集
は
、「
現

場
改
善
支
援
事
業
」で
、専
門
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
支
援
を
受
け
、特
に
生
産
性

の
向
上
に
取
り
組
ま
れ
た
企
業
の
ご
紹

介
を
い
た
し
ま
す
。

製造業部会 部会長
榊原公一氏
株式会社 小糸製作所　
代表取締役副社長

製造業部会特集

現場改善による
生産性向上

中
小
製
造
業
の
競
争
力
向
上
を
支
援



ト
ッ
プ
診
断
は
71
点
と
な
り
、当
初
目
標

の
70
点
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

な
お
、維
持
管
理
と
し
て
、昼
休
み
後

に「
５
Ｓ
タ
イ
ム
」を
設
定
し
、各
エ
リ
ア

の
清
掃
、不
用
品
の
廃
棄
、収
納
棚
の
整

理
、終
わ
り
じ
ま
い
の
工
具
道
具
類・機

器
の
返
却
、残
材
整
理
、作
業
エ
リ
ア
の

点
検
、機
械
加
工
設
備
使
用
後
の
加
工

残
渣
の
処
分
、加
工
く
ず
の
廃
棄
、設
備

の
清
掃・点
検
な
ど
を
継
続
し
て
い
る
。

　

５
Ｓ
活
動
を
通
じ
て
、組
立
て
エ
リ
ア

の
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
、動
き
や
す
く
な
っ

た
。５
Ｓ
活
動
板
を
設
置
し
、「
設
計
ミ
ス

を
少
な
く
す
る
」「
使
っ
た
ら
元
に
戻
す
」

「
使
用
不
可
な
工
具
は
廃
却
す
る
」等
の

個
人
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
で
、従
業

員
全
員
の
自
覚
促
進
と
意
識
向
上
が
図

ら
れ
た
。部
品・工
具
道
具・機
材
の
整
頓

に
よ
り
、使
い
勝
手
が
良
く
な
り
、生
産

効
率
の
向
上
に
つ
な
が
って
い
る
。

作
業
の
標
準
化
、在
庫
管
理
、部
品

加
工
エ
リ
ア
の
３
Ｔ
化
に
む
け
て

　

当
社
は
設
立
以
来
、社
会
状
況
に
柔

軟
に
対
応
し
、各
種
産
業
設
備
等
の
設

計・製
作
を
手
が
け
て
き
た
。繊
細
な
加

工
技
術
を
得
意
と
す
る
職
人
集
団
が
、

お
客
様
の
要
望
に
応
え
、機
械
で
は
で
き

な
い
細
か
な
調
整
、部
分
再
生
、完
全
再

生
、作
ら
れ
て
い
な
い
部
品
の
再
生
を
可

能
に
し
て
い
る
。

　

近
年
、受
注
件
数
が
増
加
し
、そ
れ
に

伴
い
大
型
物
件
の
生
産
設
備
組
立
も
増

加
し
て
、組
立
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
苦
労

し
て
い
る
。

　

ま
た
、単
品
部
品
か
ら
設
備・冶
具
の

受
注
も
増
え
、製
品
構
成
が
変
化
し
、複

数
物
件
を
同
時
に
流
し
て
、技
術
者
を
連

携
さ
せ
る
生
産
方
式
も
模
索
し
て
い
る
。

人
員
増
強
に
限
界
が
あ
る
た
め
、生
産
効

率
の
良
い
作
業
環
境
に
改
善
し
、一
人
当

た
り
の
生
産
高
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、２
期
計
画
で
次
の
現
場
改

善
を
実
施
し
た
。

繊
細
な
加
工
技
術
が
得
意
分
野

組
立
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と

作
業
環
境
の
改
善
を
め
ざ
す

①
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
と
作
業
ロ
ス
の

排
除

②
安
全
で
効
率
的
な
作
業
環
境
の
確
保

③
全
員
参
加
で
継
続
的
な
活
動

目
標
は
、組
立
ス
ペ
ー
ス
を
現
状
の
２

倍
と
し
、５
Ｓ（
整
理
／
整
頓
／
清
掃

／
清
潔
／
し
つ
け
）ト
ッ
プ
診
断
で

チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
評
価
点
70
点
を
ク
リ

ア
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

具
体
的
な
改
善
活
動
と
し
て
は

①
５
Ｓ
活
動
板
を
設
置
し
、従
業
員
全

員
の
意
識
向
上
を
図
る

②
組
立・加
工・部
品
エ
リ
ア
を
明
確
化

し
、再
配
置
す
る
こ
と
で
ス
ペ
ー
ス
を

拡
大

③
不
用
品
の
選
別
と
廃
棄
の
徹
底

④
部
品・工
具
道
具・機
材
の
集
中
管
理

に
よ
る
３
Ｔ
化（
定
位
／
定
品
／
定

量
）の
推
進

⑤
清
掃・清
潔
の
習
慣
づ
け
と
５
Ｓ
点
検

の
導
入

　

そ
の
結
果
、組
立
エ
リ
ア
は
54
㎡
と
従
来

の
約
２・５
倍
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、５
Ｓ

５
Ｓ
活
動
で
生
産
効
率
が
向
上

　

現
場
改
善
は
、ほ
ぼ
計
画
通
り
遂
行
で

製造業部会特集 現場改善による生産性向上

組
立
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と

生
産
効
率
の
向
上

有
限
会
社　

袖
師
の
望
月
鐵
工

代表取締役
望月一夫 氏

所
在
地
／
静
岡
市
清
水
区
袖
師
町
５
９
５‐

３

電
話
／
０
５
４ - 

３
６
６ - 

２
３
５
５

設
立
／
１
９
５
２
年

事
業
内
容
／
各
種
省
力
機
械
、機
械
部
品
加

工
、製
缶
加
工
・
簡
易
冶
具
設
計
・
組
立
、金
型

全
般
、木
工
、機
械
設
計・組
立
等

経
営
理
念
／
よ
り
良
い
商
品
を
提
供
す
る
、

常
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ン
パ

ワ
ー
カ
フ
ェ　

近
藤
正
幸
氏

き
、目
標
は
達
成
で
き
た
が
、廃
棄
基
準

や
清
掃
基
準
な
ど
の
標
準
化
が
遅
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、部
品
や
材
料
の
在
庫
が
多
く
、

在
庫
管
理
の
見
直
し
が
必
要
。

　

組
立
エ
リ
ア
の
ほ
か
に
部
品
加
工
エ
リ

ア
が
あ
り
、部
品
製
作
の
効
率
化
と
部
品

供
給
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、部
品
加
工

エ
リ
ア
の
３
Ｔ
化
を
推
進
し
た
が
、部
品

加
工
エ
リ
ア
の
社
員
全
員
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

が
取
れ
ず
、３
Ｔ
化
に
個
人
差
が
あ
り
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
改
善
前
の
状
態

に
戻
って
し
ま
っ
た
。

　

今
後
は
、レ
イ
ア
ウ
ト
の
現
状
把
握
、収

納
品・材
料
在
庫
の
詳
細
内
容
と
数
量
把

握
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、適
正
在
庫
を

把
握
し
、従
業
員
を
含
め
た
課
題
解
決

策
を
検
討
し
、継
続
で
き
る
５
Ｓ
展
開
計

画
を
作
成
し
、実
施
す
る
。

有
限
会
社　

袖
師
の
望
月
鐵
工

整頓された部品棚１

整頓された部品棚２



個
人
事
業
か
ら
脱
却
し
、

衛
生
面
と
作
業
効
率
を
向
上

有
限
会
社　

立
花
屋
食
品

取締役社長
加藤貴久 氏

　

当
社
は
、明
治
元
年
に
現
所
在
地
で

あ
る
大
岩
本
町
で
自
宅
兼
工
場
と
し
て

豆
腐
の
製
造
販
売
を
創
業
。自
宅
販
売

と
台
車
牽
き
売
り
か
ら
商
売
を
は
じ

め
、時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、地

元
ス
ー
パ
ー
等
へ
の
納
品
へ
と
変
化
し
て

き
た
。こ
の
静
岡
の
地
で
４
代
、１
５
０

余
年
に
わ
た
り
、皆
様
の
お
陰
で
商
売

を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

豆
腐
業
界（
特
に
個
人
商
店
）は
年
々

店
舗
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、当
社
は
、

お
客
様
が
い
る
限
り
、安
心・安
全
な
手

作
り
豆
腐
を
提
供
す
る
こ
と
に
努
め
て

い
る
。

　

当
社
は
２
０
１
７
年
４
月
、株
式
会
社

東
海
軒
へ
事
業
継
承
を
行
っ
た
。工
場
の

衛
生
面
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
の
出

発
で
あ
っ
た
が
、工
場
全
体
の
清
潔
度
を

高
め
る
た
め
の
ハ
ー
ド
面・ソ
フ
ト
面
の
改

善
に
取
り
組
ん
だ
。

事
業
承
継
で
衛
生
の
改
善
が

急
務
に

　

生
産・作
業
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
、

商
品
の
選
定
を
行
っ
た
。各
商
品
の
売
上

に
対
す
る
作
業
性（
人
数・時
間
）の
確

認
を
行
っ
た
結
果
、生
産
性
の
悪
い
商
品

が
出
て
き
た
。

　

油
を
使
用
す
る
商
品
は
、梱
包
す
る

ま
で
の
滞
留
時
間
が
長
く
、床
に
こ
ぼ
れ

た
油
に
よ
る
清
掃
負
荷
が
高
く
な
り
、

作
業
時
間
と
人
件
費
の
増
大
に
つ
な
が

作
業
効
率
改
善
に
む
け
て
商
品

選
定

　

製
造
現
場
は
日
々
改
善・進
む
こ
と
を

止
め
た
ら
退
化
し
て
い
く
の
み
。日
々
の

少
し
の
改
善
が
大
き
な
改
善
に
繋
が

り
、知
ら
ず
の
間
に
全
く
新
し
い
作
業
へ

と
進
化
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。こ
の

言
葉
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、こ
れ
か
ら

も
日
々
作
業
を
行
って
い
く
。

日
々
の
改
善
が
進
化
へ
の
第
一
歩

　

工
場
全
体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
を

レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
で
衛
生
を
向
上

　
ソ
フ
ト
面
の
改
善
で
は
、食
品
衛
生
講

習
会
を
実
施
し
て
、食
品
事
業
者
の
法

的
な
義
務
、食
品
の
取
り
扱
い
、食
中
毒

社
員
の
衛
生
へ
の
理
解
を
深
め
る

所
在
地
／
静
岡
市
葵
区
大
岩
本
町
26 ‐ 

31

電
話
／
０
５
４ ‐ 

２
４
５ ‐ 

４
７
５
７

創
業
／
１
８
６
８
年

事
業
内
容
／
豆
腐
製
造・販
売

経
営
理
念
／
有
限
会
社
立
花
屋
食
品
は
、お

客
様
に「
安
心・安
全
」を
提
供
し
、豊
か
な
地

域
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。

専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
／
岩
本
食
品
経
営
研
究

所　

岩
本
知
氏

有
限
会
社　

立
花
屋
食
品

行
い
、衛
生
面
の
向
上
を
図
っ
た
。衛
生

区
域
と
非
衛
生
区
域
の
区
別
を
は
っ
き

り
さ
せ
、防
虫
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
る
こ
と

に
よ
り
、外
部
か
ら
の
飛
来
侵
入
と
害

虫
の
内
部
発
生
を
防
い
だ
。

　

従
業
員
、原
材
料
搬
入
口
を
移
設

し
、従
業
員
の
入
り
口
に
手
洗
い
設
備
、

従
業
員
用
ト
イ
レ
を
新
設
し
た
。

　

以
前
の
排
水
溝
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
仕

様
で
、蓋
は
鉄
製
で
錆
び
が
酷
く
、蓋
を

取
っ
て
清
掃
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
溝・蓋
に
変
更

し
、見
た
目
も
含
め
残
渣
も
残
ら
な
い

衛
生
的
な
排
水
溝
に
な
っ
た
。

る
。ま
た
、油
を
加
熱
す
る
た
め
、窓
を

開
放
し
な
い
と
熱
が
排
出
で
き
ず
、結

露
を
誘
発
す
る
原
因
に
も
な
り
、原
材

料
保
管
庫
の
湿
度
が
高
く
な
る
こ
と
で
、

カ
ビ
の
発
生（
虫
の
発
生
）や
湿
度
の
変

化（
材
料
の
品
質
低
下
）を
招
く
可
能

性
が
高
ま
る
。

　

こ
の
設
備
は
工
場
内
の
４
分
の
１
を

占
め
て
い
た
の
で
、撤
去
し
た
。売
上
は

落
ち
た
が
、作
業
効
率
は
大
幅
に
改
善

し
、ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
で
き
た
こ
と
で
、

工
場
を
広
く
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

事
故
防
止
等
の
基
礎
的
な
衛
生
知
識
の

向
上
を
図
っ
た
。

　

な
お
、今
後
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
重
要
な

工
程
を
管
理
し
、製
品
の
安
全
性
を
確

保
す
る
衛
生
管
理
の
手
法
）義
務
化
や

営
業
許
可
更
新
の
た
め
の
審
査
対
策
を

視
野
に
入
れ
た
品
質
管
理
規
定
の
整
備

も
行
っ
た
。現
場
作
業
ス
タ
ッ
フ
が
食
品

衛
生
を
理
解
し
、会
社
が
め
ざ
す
方
向

と
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
。

　

加
え
て
、本
社
工
場（
株
式
会
社
東

海
軒
）へ
赴
き
、衛
生
管
理
に
対
し
て
の

講
習
を
定
期
的
に
受
講
し
、衛
生
への
意

識
を
高
め
て
い
る
。

　

同
時
に
、本
社
工
場
で
の
細
菌
検
査

を
定
期
的
に
行
い
、商
品
品
質
の
安
心

安
全
を
高
め
て
い
る
。

防虫カーテンの仕切り

ステンレス製の蓋と排水溝



の
発
注
デ
ー
タ
を
本
社
に
集
め
て
出
荷

し
て
い
た
が
、仕
入
れ・販
売・請
求・在
庫

管
理
と
経
理
シ
ス
テ
ム
が
連
携
し
て
い
な

かっ
た
た
め
、デ
ー
タ
の
再
入
力
に
手
間
が

か
か
り
、入
力
ミ
ス
も
発
生
し
て
い
た
。

　

受
注
か
ら
生
産
、梱
包
、出
荷
、請
求
ま

で
の
フ
ロ
ー
、ク
レ
ー
ム
対
応
の
フ
ロ
ー
、そ

の
他
業
務
の
フ
ロ
ー
な
ど
を
Ｄ
Ｆ
Ｄ
チ
ャ
ー

ト
に
落
と
し
込
み
な
が
ら
、問
題
点
を

把
握
し
、あ
る
べ
き
姿
を
議
論
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
生
産
者
、Ｊ
Ａ
と
情
報

交
換
し
た
内
容
の
社
内
で
の
共
有
化
」

「
商
品
の
出
荷
デ
ー
タ
の
把
握
に
時
間
が

か
か
り
、販
売
デ
ー
タ
の
重
複
や
過
不
足

が
あ
る
」「
共
通
資
材
、発
注
予
測
、出

荷
予
測
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知
り
た
い
」

「
多
店
舗
間
取
引
を
し
て
い
る
お
客
様

か
ら
の
一
括
入
金
を
処
理
す
る
た
め
、支

店
毎
の
販
売・入
金
額
を
把
握
し
た
い
」

「
部
署
毎
に
同
じ
作
業
、無
駄
な
作
業
を

し
て
い
た
」等
の
問
題
点
が
見
つ
か
っ
た
。

　

商
品
ア
イ
テ
ム
数
は
１
５
０
０
種
、資

材
ア
イ
テ
ム
は
５
０
０
０
種
あ
る
が
、在

庫
数
量
、保
管
場
所
を
正
確
に
把
握
で

き
ず
、一
部
は
シ
ス
テ
ム
上
で
管
理
さ
れ

て
い
た
が
、そ
の
他
は
目
視
で
管
理
さ
れ

て
い
た
。

　

旧
来
の
シ
ス
テ
ム
構
成
で
は
、直
販
営

業
、東
京
事
務
所
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

　

当
社
は
、創
業
当
時
よ
り
静
岡
茶
一

筋
で
、全
国
の
百
貨
店
、ス
ー
パ
ー
、専
門

店
、高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
の

販
売
に
加
え
て
、ア
マ
ゾ
ン
、楽
天
な
ど
の

ネ
ッ
ト
通
販
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

業
務
拡
大
に
伴
い
、現
行
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
が
老
朽
化
し
、会
計
シ
ス
テ
ム
、受
注

シ
ス
テ
ム
、ネ
ッ
ト
通
販
デ
ー
タ
な
ど
が
シ

ス
テ
ム
統
合
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
課
題

が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　

そ
こ
で
、Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
リ
ニュ
ー
ア

ル
に
む
け
て
、現
状
分
析
と
問
題
点
の
把

握
を
行
っ
た
。

Ｉ
Ｔ
化
の
た
め
の
現
状
分
析

　

今
回
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
リ
ニュ
ー
ア
ル

と
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
支
援
は
、事
務

の
効
率
化
、工
場
内
の
現
場
改
善
に
つ
な

が
っ
た
。

　

主
な
成
果（
成
果
予
定
）と
し
て
は
、

・Ｄ
Ｆ
Ｄ
を
作
成
す
る
こ
と
で
、仕
事
の
流

れ
を
確
認
し
、ム
ダ
な
仕
事
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。

・各
部
門（
他
部
門
）の
業
務
内
容
を
詳

し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

・お
客
様
毎
に
手
書
き
納
品
書
を
作
成

し
て
い
た
が
、シ
ス
テ
ム
上
で
機
械
化
が

可
能
と
な
り
、作
業
効
率
が
上
が
っ
た
。

・資
材
は
営
業
担
当
が
そ
れ
ぞ
れ
発
注

リ
ニュ
ー
ア
ル
に
よ
る
改
善
成
果

会
計
、受
発
注
、ネ
ッ
ト
通
販
の

シ
ス
テ
ム
統
合
が
必
要
に

　

現
状
分
析
で
業
務
の
問
題
点
を
把
握

業
務
分
析
結
果
を

新
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
構
築
に
反
映

製造業部会特集 現場改善による生産性向上

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
リ
ニュ
ー
ア
ル

に
よ
る
生
産
効
率
向
上

株
式
会
社　

葉
桐

代表取締役
葉桐清巳 氏

所
在
地
／
静
岡
市
葵
区

　
　
　
　

足
久
保
口
組
１
７
３
３ ‐ 

１

電
話
／
０
５
４ ‐ 

２
０
６ ‐ 

０
１
１
１

創
業
／
１
９
４
６
年

事
業
所
／
本
社
、本
社
工
場
、静
岡
支
社
、東

京
事
務
所

事
業
内
容
／
静
岡
茶
を
出
荷
し
て
い
る
お
茶

屋（
全
国
百
貨
店
、ス
ー
パ
ー
、高
速
道
路
Ｓ

Ａ
、ア
マ
ゾ
ン
、楽
天
等
）

経
営
理
念
／
生
活
者
の
心
身
の
安
全
と
健
康

に「
緑
茶
及
び
食
品
」を
通
じ
て
貢
献
す
る
。

そ
れ
に
よ
り
生
活
者
の
満
足
感
と
快
適
感
を

提
供
し
続
け
る
。

専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
／
㈲
ア
イ・リ
ン
ク・コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト　

加
藤
忠
宏
氏

株
式
会
社　

葉
桐

し
た
こ
と
で
、Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
発
注
先

企
業
に
基
礎
デ
ー
タ
を
分
か
り
や
す

く
、簡
潔
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。発

注
先
選
定
は
コ
ン
ペ
方
式
で
、３
社
が
応

札
。工
程
管
理
参
考
用
と
し
て
以
下
の

デ
ー
タ
を
提
供
し
た
。

①
Ｒ
Ｆ
Ｐ（Request For Proposal

）

ユ
ー
ザ
の
要
望
を
文
書
化
し
た
も
の
。

②
Ｄ
Ｆ
Ｄ（D

ata Flow
 D
aiagram

）

業
務
分
析
結
果
を
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に

表
現
す
る
図
。デ
ー
タ
の
流
れ
を
明
ら

か
に
し
、業
務
を
効
率
化
す
る
シ
ス
テ

ム
を
明
確
に
し
、入
札
企
業
を
絞
り
、

正
確
な
見
積
も
り
を
可
能
に
し
た
。

し
て
い
た
が
、在
庫
の
把
握
で
、発
注
頻

度
を
少
な
く
、大
量
に
発
注
で
き
る
よ

う
に
な
り
、コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
と

予
想
さ
れ
る
。

・デ
ー
タ
の
再
入
力
が
な
く
な
り
、時
間

の
節
約
と
生
産
計
画
の
精
度
が
上
が
る

見
込
み
で
あ
る
。

・通
販
を
扱
う
Ｅ
Ｃ
部

門
は
、楽
天
、ヤ
フ
ー
、

自
社
サ
イ
ト
の
注
文

書
式
が
異
な
る
が
、新

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

で
、請
求
書

な
ど
へ
の
出

力
が
容
易
に

な
っ
た
。

仕上げ総合機 打ち合わせ風景



生
産
性
向
上
へ
の
支
援

な
ど
19 
項
目
を
要
望

　

静
岡
商
工
会
議
所
は
、平
成
 31
年
度
の
静
岡
市
行
政
施
策
へ
の
要
望
19 
項
目
を
取
り
ま

と
め
、８
月
30
日
に
中
島
屋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た「
行
政
連
絡
会
」で
、酒
井
公
夫

会
頭
が
田
辺
信
宏
市
長
に
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
要
望
書
は
、地
域
企
業
の
持
続
的
発
展
を
支
援
し
、ま
た
企
業
の
人
手
不
足
へ
の

対
応
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
り
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
支
援
す
る
た
め
、当
商
工
会

議
所
の
第
３
次
中
期
行
動
計
画
に
基
づ
き
、取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

主
な
要
望
内
容
は
次
の
通
り
。な
お
、要
望
書
の
全
文
は
、静
岡
商
工
会
議
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

１
．地
域
企
業
の
生
産
性
向
上
へ
の
支
援

⑴
生
産
性
向
上
に
向
け
た
Ｉ
Ｔ
導
入
に

つ
い
て
、静
岡
市
に
お
い
て
も
中
小
企

業・小
規
模
事
業
者
の
Ｉ
Ｔ
活
用
を
促

進
す
る
た
め
の
重
点
施
策
を
講
じ
る

こ
と

⑵
Ｉ
Ｔ
人
材
が
不
足
し
て
い
る
小
規
模
事

業
者
の
支
援
の
た
め
、Ｉ
Ｔ
支
援
人
材

の
育
成・充
実
を
図
る
と
と
も
に
、Ｉ
Ｔ

専
門
家
の
拡
充
や
専
門
家
派
遣
の
予

算
を
拡
充
す
る
こ
と

⑶
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

間
近
に
控
え
る
中
、サ
ー
ビ
ス
産
業
事

業
者
の
生
産
性
向
上
に
資
す
る「
お
も

て
な
し
規
格
認
証
制
度
」の
認
知
度
が

上
が
る
よ
う
市
民
へ
の
普
及
啓
発
を

図
る
こ
と

２
．事
業
承
継
支
援
体
制
の
強
化

⑴
国
が
事
業
承
継
５
ヶ
年
計
画
と
し
て

集
中
的
に
事
業
承
継
を
促
進
す
る

中
、静
岡
市
と
し
て
も
、経
営
者
の
早

期
取
組
み
を
促
す
よ
う
周
知
を
図
る

こ
と

⑵
円
滑
な
事
業
承
継
を
促
進
す
る
た
め
、

平
成
30
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
静

岡
市
事
業
承
継
促
進
事
業（
税
務・法

律
相
談
な
ど
の
専
門
家
派
遣
）を
継

続
す
る
こ
と

３
．中
小
企
業・小
規
模
企
業
の

支
援
体
制
の
強
化

４
．産
学
連
携
等
に
よ
る

新
産
業・新
事
業
創
出
の
促
進

⑴
海
洋
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
早
期
形
成
実

現
に
向
け
て
、推
進
主
体
で
あ
る
協
議

会
が
交
付
金
終
了
後
も
自
立
し
て
運

営
で
き
る
よ
う
体
制
強
化・機
能
拡
充

を
図
る
こ
と

５
．企
業
誘
致
対
策・留
置
対
策
の
促
進

⑴
大
谷・小
鹿
地
区
を
は
じ
め
と
す
る
高

速
道
路
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
域
の
整
備
促
進

に
よ
り
、積
極
的
に
企
業
誘
致
を
行
う

こ
と

⑵
他
都
市
か
ら
の
移
住・定
住
の
促
進
を

図
る
だ
け
で
な
く
、企
業
誘
致
に
お
い

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
は
根

本
的
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

玉
川
、井
川
、大
河
内
、梅
ケ
島
、清
沢

及
び
大
川
地
区
他
の
中
山
間
地
域
へ
、

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
を
す
す

め
る
こ
と

６
．地
場
産
品
の
活
用
へ
の
支
援

　
７
．地
域
企
業
の
人
材
確
保
の
促
進

⑴
県
内
外
の
学
生
や
転
職
者
も
含
め
た

求
職
者
全
般
に
対
し
て
、市
内
企
業
の

情
報
を
効
果
的
に
周
知
さ
せ
る
こ
と

⑵
人
手
不
足
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、引
き
続
き
採
用
活
動
に
対
し

て
助
成・支
援
を
行
う
こ
と

⑶
学
生
や
求
職
者
が
地
域
企
業
の
情
報

を
得
ら
れ
、ま
た
社
会
人
と
の
面
談
・

交
流
も
自
由
に
で
き
る
よ
う
な
常
設

の
リ
ク
ル
ー
ト
サ
ロ
ン（
仮
称
）を
静
岡

市
産
学
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置

す
る
こ
と

⑷
地
域
企
業
の
早
期
離
職
の
実
態
調
査

を
行
う
こ
と
。併
せ
て
、転
職
者
が
増

加
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、首
都
圏

等
か
ら
市
内
企
業
に
転
職
す
る
よ
う

な
施
策
を
検
討
す
る
こ
と

平
成
 31
年
度 

静
岡
市
行
政
施
策
へ
の
要
望

１
．企
業
づ
く
り
に
関
す
る
項
目

２
．人
づ
く
り
に
関
す
る
項
目

田辺市長（左）に要望書を渡す酒井会頭



平成31年度 静岡市行政施策への要望

８
．働
き
方
改
革
の
推
進

⑴
働
き
た
い
女
性
や
高
齢
者
、障
害
者
が

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
支

援
す
る
こ
と

⑵
介
護
に
関
す
る
施
設
の
整
備・拡
充
、

従
事
者
不
足
の
解
消
等
の
介
護
環
境

の
充
実
を
図
り
、介
護
離
職
の
防
止
に

努
め
る
こ
と

⑶
健
康
経
営
の
メ
リ
ッ
ト
や
具
体
的
な
事

例
を
周
知
し
、地
域
企
業
の
健
康
経

営
へ
の
取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と

⑷「
日
本
一
の
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
」の

実
施
を
目
指
し
、単
な
る
消
費
喚
起
に

留
ま
ら
ず
、豊
か
な
暮
ら
し
方
や
多
様

な
働
き
方
の
実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
、

企
業
側（
送
出
し
）と
商
業
・
施
設
側

（
受
入
れ
）と
の
取
組
み
に
つ
い
て
、当

会
議
所
と
連
携
し
て
一
層
の
推
進
を

図
る
こ
と

９
．高
等
教
育
機
関
の
整
備
促
進

　

静
岡
市
へ
の
理
工
系
お
よ
び
建
築・土

木
系
学
部
学
科
の
誘
致
を
積
極
的
に
推

進
す
る
こ
と

　　
10
．災
害
等
へ
の
対
応
力
の
強
化
新
規

⑴
道
路・橋
梁
等
の
老
朽
化
に
対
応
す
る

社
会
基
盤
の
保
全
を
促
進
す
る
こ
と

⑵
近
年
増
大
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
策

や
、地
震・津
波
対
策
を
迅
速
に
行
う

こ
と
。特
に
沿
岸
部
の
防
潮
堤
整
備
に

つ
い
て
は
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行
う

こ
と
。ま
た
、静
岡
市
は
地
元
と
と
も

に
県
に
対
し
て
早
期
整
備
の
働
き
か

け
を
行
う
こ
と

11
．基
幹
道
路
等
の
整
備
促
進

12
．中
心
市
街
地
の
回
遊
性
向
上
と

来
街
者
の
利
便
性
向
上
、

安
全
確
保
に
向
け
た
整
備
の
促
進

⑴
建
物
老
朽
化
へ
の
対
応
や
都
市
の
魅
力

向
上
の
た
め
、Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
北
口
の
中

心
市
街
地
の
再
開
発
事
業
を
推
進
す

る
こ
と

13
．観
光
誘
客
の
促
進

⑴
平
成
31
年
度
に
本
番
を
迎
え
る「
静

岡
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
周
知
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、よ
り
多
く
の

観
光
誘
客
を
図
る
こ
と

⑵
来
街
者
に
対
し
て
動
機
や
目
的
な
ど

の
調
査
を
し
っ
か
り
行
い
、タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
合
わ
せ
た
静
岡
市
の
魅
力
発
信
を

充
実
す
る
こ
と

⑶
清
水
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
数
が
増

加
す
る
中
、当
地
域
へ
の
経
済
効
果
が

よ
り
高
ま
る
よ
う
、市
内
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
と
連
携
し
旅
行
会
社
に
対
し
て

働
き
か
け
を
行
う
こ
と

４
．中
長
期
的
な
課
題

３
．地
域
づ
く
り
に
関
す
る
項
目

14
．歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

⑴
家
康
公
四
百
年
祭
を
一
過
性
に
終
わ

ら
せ
な
い
よ
う
顕
彰
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
。ま
た
、そ
の
一
環
と
し
て
、静

岡
マ
ラ
ソ
ン
開
催
経
費
の
補
助
を
継
続

す
る
こ
と

⑵
当
会
議
所
と
連
携
し
て
聖
一
国
師
顕

彰
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

⑶（
仮
称
）今
川
復
権
ま
つ
り
の
実
施
や

今
川
義
元
公
像
の
設
置
な
ど
、当
会
議

所
と
連
携
し
て
今
川
義
元
公
生
誕
５

０
０
年
祭
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

⑷
歴
史
文
化
施
設
や
駿
府
城
公
園
の
天

守
台
の
整
備
を
促
進
し
、周
辺
エ
リ
ア

全
体
の
活
性
化
を
推
進
す
る
こ
と
。歴

史
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、歴
史
好
き

で
な
く
て
も
楽
し
め
る
よ
う
食
事
や

体
験
な
ど
、こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
コ

ト・モ
ノ
を
検
討
す
る
こ
と

⑸
歴
史
文
化
施
設
に
徳
川
み
ら
い
学
会

の
事
務
局
を
移
管
し
、開
館
に
合
わ
せ

て
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
、準
備
を

進
め
る
こ
と

⑹
東
海
道
の
宿
場
跡
が
静
岡
市
内
に
は

６
宿
、静
岡
県
内
に
は
22
宿
あ
る
た

め
、そ
れ
ら
と
連
携
し
た
街
道
観
光
を

一
層
推
進
す
る
こ
と

15
．海
洋
文
化
拠
点
構
想
の
推
進
並
び
に

清
水
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
整
備
促
進

〈
日
の
出
地
区
〉

⑴「
海
洋・地
球
に
関
す
る
総
合
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」設
立
に
つ
い
て
、平
成
30
年
度
に

公
表
さ
れ
た
基
本
計
画
に
基
づ
き
、早

期
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
の
具
体
的
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
こ
と

⑵
江
尻
地
区
か
ら
日
の
出
地
区
の
回
遊

性
向
上
の
た
め
、寸
断
さ
れ
て
い
る
箇

所
の
対
応
策
の
検
討
を
含
め
、清
水
港

線
跡
遊
歩
道
の
更
な
る
ハ
ー
ド
整
備
を

す
す
め
る
こ
と

〈
江
尻
地
区
〉

⑴
駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
の
運
航
存
続
に
向
け

た
支
援
を
行
う
こ
と

⑵
江
尻
地
区
は
Ｊ
Ｒ
清
水
駅
に
近
く
交

通
の
結
節
点
で
あ
り
、み
な
と
オ
ア
シ

ス
登
録
に
よ
り
集
客
が
期
待
さ
れ
る

た
め
、江
尻
地
区
へフ
ェ
リ
ー
発
着
場
の

移
転
を
推
進
す
る
支
援
策
を
講
ず
る

こ
と

　
１
．事
業
所
税
の
廃
止

２
．Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
周
辺
の
整
備
促
進

３
．三
保
松
原
周
辺
地
域
の
整
備
促
進

４
．Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
へ
の
新
幹
線
ひ
か
り
号
の

停
車
本
数
増
加
の
働
き
か
け
新
規



会 議 所 T O P I C S

8/21
～23

8/27
～29

写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

・連携を深めていくことを確認し、
　固い握手を交わす酒井会頭と三吉会頭

　

Ｆ
Ｄ
Ａ
の
新
規
就
航
先
と
し
て

わ
ず
か
１
時
間
の
空
の
旅
で
結
ば

れ
た
出
雲
市
。今
回
、出
雲
商
工
会

議
所
と
の
交
流
を
深
め
、当
地
の
観

光
事
情
を
把
握
す
る
た
め
、酒
井

会
頭
以
下
15
名
で
視
察
会
を
開
催

し
ま
し
た
。表
敬
訪
問
し
た
出
雲

商
工
会
議
所
で
は
、酒
井
会
頭
が

三
吉
会
頭
と
固
い
握
手
を
交
わ

し
、観
光
面
を
中
心
に
連
携
を
深

め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、冬
が
温
暖
な
静
岡
と
の
観

光
交
流
の
大
き
な
可
能
性
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

役
議
員
視
察
研
修
会

in
出
雲
を
開
催

　

２
０
１
１
年
に
稼
働
停
止
し
て

以
来
７
年
が
経
過
し
、そ
の
間
、最

新
の
知
見・技
術
に
よ
り
安
全
性
向

上
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
浜
岡

原
子
力
発
電
所
の
今
を
知
る
見
学

会
を
参
加
者
61
名
で
開
催
し
ま
し

た
。両
端
の
改
良
盛
土
を
含
め
完

成
し
た
海
抜
22
メ
ー
ト
ル
の
防
波

壁
、壁
の
厚
さ
最
大
２
メ
ー
ト
ル
の

緊
急
時
対
策
所
な
ど
、地
震
や
津

波
、重
大
事
故
に
備
え
た
施
設
の

現
状
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

中
部
電
力

浜
岡
原
子
力
発
電
所

見
学
会
を
開
催 ・緊急時対策所の内部の様子

・見学会の
　参加者ら

8/20

・取材先の担当者へ
　プレゼンテーションを行う学生達

　

各
３
日
間
の
日
程
で
高
校
生
４

名
、大
学
生
９
名
の
計
13
名
の
学

生
が
当
会
議
所
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
し
ま
し
た
。学
生
か
ら

見
た「
企
業
の
魅
力
」を
社
会
人
か

ら
聞
き
出
し
そ
の
魅
力
を
若
者
に

訴
求
す
る
手
法
を
提
案
す
る
為
、

ア
オ
キ
ト
ラ
ン
ス
㈱
、㈱
三
明
の
２

社
を
訪
問・取
材
し
ま
し
た
。最
終

日
に
は
、取
材
先
２
社
の
担
当
者
を

お
招
き
し
、学
生
達
の
視
点
で
企

業
の
魅
力
や
提
案
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
し
ま
し
た
。

静
岡
商
工
会
議
所

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
催

・当日はそれぞれの立場から活発な意見が
　出されました。

　

中
小・小
規
模
事
業
者
へ
の
Ｉ
Ｔ

導
入
支
援
を
目
的
に
、静
岡
商
工

会
議
所
Ｉ
Ｔ
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

を
設
置
、第
１
回
連
絡
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。参
加
者
は
Ｉ
Ｔ
ベ
ン

ダ
ー
や
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
ほ

か
、Ｉ
Ｔ
を
導
入
す
る
側
で
あ
る
小

規
模
事
業
者
、国
や
市
な
ど
。

　

会
議
で
は
、Ｉ
Ｔ
導
入
に
関
す
る

問
題
点
の
抽
出
や
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。今
後
の
商
工
会
議
所
事
業

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

「
静
岡
商
工
会
議
所

Ｉ
Ｔ
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

連
絡
会
議
を
初
開
催

8/9

　

来
年
10
月
に
迫
る
消
費
税
率

引
き
上
げ
・
軽
減
税
率
制
度
導
入

に
備
え
た
販
売
力
強
化
に
向
け
た

対
策
と
し
て
、商
品
展
開
力・販
売

力
を
向
上
さ
せ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
静

岡
第
一
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。「
売
れ
る
」仕
掛
け
に
つ
い

て
、元
百
貨
店
バ
イ
ヤ
ー
を
講
師

に
招
き
、事
例
を
交
え
な
が
ら
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

販
路
拡
大
開
拓
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催

・地域の特色等を活かした商品開発について学ぶ参加者
8/30



優勝
㈱静岡西部建設
梅原克敏さん

準優勝
ベストグロス賞
㈱帝装化成
安藤弘典さん

5位
㈱石切山俊常商店
深沢裕雄さん

6位
静岡コープサービス㈱
薮崎龍一さん

3位
静岡商工会議所
石川眞巳

4位
㈱オクトクリエイション
望月利洋さん

7位 10位
㈱金永土木
金永來さん

9位
㈱片嶋電気工事
片嶋政昭さん

会長賞
㈲ニシモト

西本幸一さん

当日賞
静岡コープサービス㈱
松下析也さん

8位当月賞
静岡矢崎サービス㈱
矢島慎太郎さん

レディース賞
佐藤市平商店
佐藤ひろ枝さん

㈱ベルファーストコーポレーション
鈴木一さん

※会長賞は㈱藤枝ゴルフクラブの酒井公夫会長より賞品をご提供いただきました
※優勝・当月・当日賞はサッポロビール㈱東海北陸本部静岡統括支社より賞品をご提供いただきました

▲ 北・西・東の３コースに分かれて大会がスタート
    競技方法：ダブルペリア方式

▲ 左からサッポロビール㈱谷典利統括支社長、優勝者の㈱静岡西部建設
    の梅原克敏さん、静岡商工会議所溝口康博副会頭

― 開催報告 ― 
2018年8月28日（火）、藤枝ゴルフクラブに於いて会員の皆様の交流と親睦を深める
ことを目的に、第２回会員交流ゴルフ大会を開催しました。
第１回大会が大変盛況をいただき、今年も１1０名のご参加がありました。ゴルフを通じて
会員相互の交流が図られました。ラウンド終了後には、成績発表を兼ねた懇親会が盛大
に行われました。

会員会員交流ゴ流ゴルフ大会フ大会会員会員交流ゴ流ゴルフ大会フ大会会員交流ゴルフ大会
第2回



すぐれた技術で新分野を開拓
精製糖・液糖・イヌリン・切花栄養剤・食品添加物

本　　社　　東京都中央区日本橋茅場町1-4-9
清水工場　　静岡県静岡市清水区清開1-4-10
ホームページアドレス　http://www.fnsugar.co.jp



製造業で、従業員の提案する現場改善アイデアが行き
詰まることが多いのですが、どのようにすれば、大きな
効果が得られますか？

現場改善アイ
デアを実現す
る機能分析手法

　

こ
こ
で
扇
風
機
に
関
わ
る
改
善
す
る

ア
イ
デ
ア
が
提
出
さ
れ
た
と
し
ま
し
ょ

う
。仮
に
、実
体
と
し
て
の
課
題
が
、扇

風
機
の
効
き
が
悪
い
と
し
ま
す
。

す
る
と
、効
き
が
悪
い
の
は

（
１
）回
転
数
が
低
下
し
て
い
る
。

（
２
）羽
根
に
埃
が
溜
ま
って
い
る
。

な
ど
の
原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

誰
も
が（
１
）が
主
因
と
考
え
る
と
思

い
ま
す
。身
近
に
あ
る
扇
風
機
は
、回
転

数
が
低
下
し
た
ら
、寿
命
と
考
え
、安

価
な
こ
と
か
ら
、買
い
替
え
れ
ば
済
む

と
考
え
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、こ
れ
が
工
場
の
設
備
と
し

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
？　

簡
単
に
買
い

替
え
る
と
は
言
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
、ど
う
す
れ
ば
解
決
で
き
る
で
し
ょ

う
？　

そ
こ
で
、さ
ら
に
②
の
モ
ー
タ
の

機
能
を
展
開
し
ま
す
。

　

モ
ー
タ
は
、巻
き
線
部
か
ら
な
る
ス

テ
ー
タ
ー
部（
鉄
の
輪
に
コ
イ
ル
巻
き
）

現
場
改
善
ア
イ
デ
ア
を

機
能
で
分
析

　

現
場
改
善
で
は
、現
場
直
近
の
従
業

員
さ
ん
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
改
善

を
実
行
し
よ
う
と
し
ま
す
が
、具
体
的

に
実
行
し
よ
う
と
す
る
と
、改
善
作
業

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
は
ア
イ
デ
ア
が
目
的
に
な
っ
て
い
て
、

手
段（
実
際
の
働
き
）を
描
け
て
い
な
い

た
め
で
す
。

　

従
業
員
が
提
案
し
た
ア
イ
デ
ア
を
、

社
長
さ
ん
が
機
能
で
評
価
す
る
こ
と
で

解
決
で
き
ま
す
。機
能
と
は
、手
段
と

し
て
選
択
し
た
や
り
方
を
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の
変
換
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
で
す
。

　

た
と
え
ば
、身
近
な
扇
風
機
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
変
換
と
し
て
分
析
す
る
と
、

①
コ
ン
セ
ン
ト
に
電
源
コ
ー
ド
先
端
の
プ

ラ
グ
を
差
し
込
む
。

こ
れ
は
、電
圧
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
次

ま
で
電
圧
降
下
さ
せ
ず
に
導
通
さ
せ

る
。

②
電
源
コ
ー
ド
を
扇
風
機
の
モ
ー
タ
に

接
続
し
て
モ
ー
タ
を
回
転
さ
せ
る
。

こ
れ
は
、電
圧
を
降
下
さ
せ
な
い
ま

ま
モ
ー
タ
に
通
電
す
る
。

③
モ
ー
タ
の
軸
に
回
転
体
と
な
る
羽
根

を
傾
け
て
固
定
す
る
。

こ
れ
は
、モ
ー
タ
の
回
転
力
を
羽
根
の

回
転
力
に
変
換
す
る
。

と
思

回
転、安

済
む

と
し

買
い。し

ょ
タ
の

る
スき

）

改善したい事柄の
本質（目的の明確化）
を見極める
改善する手段の
機能を見極める

誌上
経営
相談

ナガイシンクタンク　代表
製造現場改善支援事業　
専門アドバイザー

長井 誠 さん

回　答

改
善
し
た
い
機
能
を
さ
ら
に
分
析

④
モ
ー
タ
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
で
羽
根

を
同
時
に
回
転
さ
せ
る
こ
と
で
空
気

を
前
方
に
送
り
出
す
。

こ
れ
は
、羽
根
の
回
転
力
を
空
気
の

流
れ
に
変
換
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、・・・を
、・・・し
て
、・・・さ

せ
る
、と
い
う
具
合
に
機
能
を
表
現
し

ま
す
。

と
回
転
体
と
な
る
ロ
ー
タ
ー
が
通
電
す

る
こ
と
で
磁
極
の
Ｓ―

Ｎ
極
を
交
互
に

発
生
し
て
吸
引・反
発
力
で
回
転
し
ま

す
が
、こ
の
時
安
価
に
回
転
磁
界
を
発

生
さ
せ
る
た
め
に
、コ
ン
デ
ン
サ
ー
な
る

部
品
を
回
路
に
挿
入
し
て
、継
続
的
に

回
転
磁
界
を
発
生
さ
せ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
コ
ン
デ
ン
サ
ー
は
、充
放
電
を
繰

り
返
す
部
品
の
た
め
電
気
的
刺
激
に
弱

く
、モ
ー
タ
回
路
の
中
で
一
番
早
く
劣
化

し
ま
す
の
で
、旧
型
の
コ
ン
デ
ン
サ
ー

モ
ー
タ
の
場
合
は
、こ
の
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を

交
換
す
れ
ば
、元
通
り
の
回
転
数
に
復

活
し
ま
す
。こ
の
コ
ン
デ
ン
サ
ー
は
数
百

円
程
度
で
入
手
で
き
ま
す
か
ら
、容
易

に
修
理
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

町
の
電
気
屋
さ
ん
に
聞
け
ば
、直
ぐ
に

判
る
こ
と
で
す
。知
人
な
ど
に
積
極
的

に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。



徳川みらい学会

　

徳
川
み
ら
い
学
会
in
会
津
を「
徳
川
幕

府
の
始
ま
り
と
終
わ
り
〜
会
津
藩
の
視

点
か
ら
」を
テ
ー
マ
に
２
０
１
８
年
７
月
27

日（
金
）、会
津
若
松
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で

開
催
し
、約
３
６
０
名
が
参
加
。静
岡
商

工
会
議
所
の
酒
井
公
夫
会
頭
、会
津
若
松

商
工
会
議
所
の
渋
川
恵
男
会
頭
、德
川
宗

家
第
18
代
の
德
川
恒
孝
氏
、会
津
松
平
家

第
14
代
の
松
平
保
久
氏
の
挨
拶
に
続
き
、

小
和
田
哲
男
氏
の
講
演「
会
津
藩
祖・保

科
正
之
」、原
田
伊
織
氏
と
森
田
健
司
氏

と
の
対
談「
戊
辰
１
５
０
周
年―

会
津
藩

が
果
た
し
た
も
の
」を
行
い
ま
し
た
。小

和
田
哲
男
氏
の
講
演
要
旨
は
次
の
通
り
。

（
文
責
：
企
画
広
報
室
）

　

信
濃
の
豪
族
だ
っ
た
保
科
氏
は
、武

田
氏
の
信
濃
侵
攻
に
伴
っ
て
、武
田
氏
の

武
将
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
が
、天
正

10
年（
１
５
８
２
）に
武
田
氏
が
滅
亡
。

徳
川
家
康
は
、甲
斐
・
信
濃
を
制
圧
し

た
時
に
武
田
氏
の
元
家
臣
８
０
０
人
を

雇
い
入
れ
、保
科
正
直・正
光
も
、家
康

の
重
臣
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

保
科
正
光
は
、関
ヶ
原
の
戦
い
後
、信

濃
高
遠
藩
主・保
科
家
初
代
２
万
５
千

石
と
な
り
ま
し
た
。

　

家
康
の
三
男・秀
忠
に
、秀
吉
の
お
声

が
か
り
で
嫁
い
で
き
た
の
は
、２
度
の
結

婚
歴
が
あ
る
年
上
の
お
江
で
、秀
忠
は

頭
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

　

慶
長
16
年（
１
６
１
１
）に
生
ま
れ
た

四
男
・
幸
松（
保
科
正
之
）の
母
は「
浄

光
院
お
静
の
方
」と
伝
わ
っ
て
い
ま
す

が
、秀
忠
は
、お
江
を
憚
っ
て
幸
松
を
子

と
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

武
田
信
玄
を
尊
敬
す
る
家
康
は
、信

玄
の
娘・見
性
院
を
引
き
取
り
、６
０
０

石
の
知
行
を
与
え
て
、江
戸
城
の
田
安

門
近
く
に
屋
敷
を
設
け
て
い
ま
し
た
。

幸
松
は
、見
性
院
の
所
領
・
武
蔵
国
大

牧
村
で
誕
生
。保
科
正
光
に
子
が
い
な

い
こ
と
を
聞
い
て
、養
子
縁
組
を
打
診
。

元
和
３
年（
１
６
１
７
）に
幸
松
を
養
子

に
迎
え
た
結
果
、高
遠
藩
は
五
千
石
の

加
増
が
あ
り
、３
万
石
に
な
り
ま
す
。

　

寛
永
６
年
に
、駿
府
城
で
正
光・幸
松

と
対
面
し
た
忠
長
は
、幸
松
が
利
発
で

あ
る
こ
と
に
安
堵
し
、悦
び
ま
し
た
。

　

正
光
は
、寛
永
８
年（
１
６
３
１
）に

亡
く
な
り
、正
之
が
信
濃
高
遠
藩
主
二

代
に
な
り
ま
す
。し
か
し
、将
軍
の
子
と

し
て
３
万
石
は
低
す
ぎ
る
の
で
、寛
永

13
年
に
出
羽
山
形
20
万
石
に
加
増
栄

転
。徳
川
時
代
の
初
期
は
東
北
の
支
配

が
課
題
で
、要
所
に
徳
川
譜
代
や
親
藩

を
配
置
し
て
い
ま
す
。寛
永
20
年
に
陸

奥
会
津
23
万
石
に
移
り
、会
津
藩
初
代

に
な
り
ま
す
。

　

高
遠
、山
形
、会
津
と
移
る
に
つ
れ

て
、石
高
が
増
え
、家
臣
が
増
え
て
い
き

ま
す
。正
之
は
、そ
の
た
び
に「
当
家
は
、

将
軍・秀
忠
と
家
光
か
ら
特
別
に
目
を

か
け
て
も
ら
っ
た
家
だ
か
ら
、他
の
大
名

一
般
よ
り
も
、特
別
に
忠
誠
心
を
も
っ
て

い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」と
言
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
が
家
訓
十
五
箇
条
に
反
映
さ

れ
て
い
き
ま
す
。

　

正
之
は
、民
政
を
重
ん
じ
、年
貢
率
の

減
少
、社
倉（
災
害
救
助
用
の
備
蓄
米

の
保
管
庫
）の
設
置
、城
下
に
集
住
す
る

藩
士
た
ち
の
措
置
、特
産
物
の
会
津
漆

器
の
生
産
性
強
化
な
ど
、藩
財
政
を
豊

か
に
す
る
政
策
を
次
か
ら
次
へ
打
ち
出

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

正
之
は
、会
津
で
善
政
を
敷
い
た
だ

け
で
な
く
、徳
川
幕
藩
体
制
の
し
く
み

の
中
で
、大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

明
暦
の
大
火
で
、江
戸
城
の
天
守
が

焼
失
。「
江
戸
城
の
天
守
を
再
建
す
る

に
は
相
当
お
カ
ネ
が
か
か
る
。江
戸
の

街
の
復
興
に
、そ
の
お
カ
ネ
を
回
し
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
」と
四
代
将

軍・家
綱
を
補
佐
し
ま
す
。一
般
の
人
々

の
生
活
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。
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２
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三河国岡崎の大名、松平広忠の長男。織田
氏、のちに今川氏の人質となり、臨済寺で
雪斎に師事した。
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事業承継への“壁”をのりこえるプランと支援事業承継への“壁”をのりこえるプランと支援
今後10年間で70歳を超える中小企業経営者が約245万社となり、うち半数の127万社が後継者不在（中小企業庁の試算）

平成30年度の税制改正により、中小企業経営者様からの自社様式の贈与税・相続税が
一定要件のもと、納税が猶予又は免除されます。

事業承継への“壁”をのりこえるプランと支援

長谷川清太 税理士事務所

株式等
「相続・贈与」

中小企業者
である会社

【先代経営者等】 【後 継 者】

〒422-8041 静岡県静岡市駿河区中田3-1-5 松永ビル2F 
TEL054-203-6005　FAX054-203-6015
HP／e-hase.com　メールアドレス／hasegawa@fuji-con.net

事業承継計画

その他こんなご相談にも対応します 私たちがご相談にのります

1. 自社株の相続（贈与）について心配だ。

2. 後継者に保証債務を引き継がせたくない。

3. 何をすべきか何から手を付けていいか分からない。

4. 退職後の生活に心配がありなかなかリタイアできない。

5. 後継者はいるがまだ実力不足で引き継ぎができない。

6. M&Aについて興味があるがコストが高いと聞く。

1. 先端設備導入計画の支援サービス
 一定の機械装置や器具備品等の固定資産税が3年間ゼロになります。

2. 経営力向上計画の支援サービス
 一定の機械装置や器具備品等が100％償却か税額控除の適用ができます。

3. ものづくり補助金の支援サービス
 主に製造業者様の設備取得（最大1000万円）をサポートします。

以下の様な経営者様のお悩みを解決致します。

課題解決に向けて当事務所のサービス

・相続税額　・生命保険
・自社株　　・財務
・後継者

1 現状把握
サービス
の流れ ・アクションプランを作成

・スケジュールを立てる

2 課題を抽出
・生前贈与  ・精算課税
・特例措置

3 税制措置の活用検討 4 リタイアメントプランニング
・退職金　　・M＆A
・財務向上　・保証債務

 税理士
（東海税理士会所属）
長谷川 清太

国家資格・
2級ファイナンシャル・
プランニング技能士

原　摩実子

よろず支援拠点では、中小企業診断士・社会保険労務士・販売士・弁護士・マーケティング企業経営者
等の専門家が、「販路開拓・新商品を開発しようとする企業」「広報戦略・広告デザインを検討している企業」
「IT活用で生産向上を目指す企業」「独立して新たに創業を目指している人」などを納得の行くまで支援します。

10月・11月 静岡にて開催の個別相談会のご案内です！（予約受付中）
販路開拓・販売促進
プランディング等

マーケティング
商品開発等

ウェブ広告
EC戦略等

チラシ・名刺作成
HP作成等 広報戦略 法　　律

山堀コーディネーター
10／2㈫・10㈬・17㈬

31㈬
11／6㈫・19㈪・21㈬

10／4㈭・25㈭
11／1㈭・22㈭

10／11㈭
11／8㈭

10／12㈮
11／9㈮

10／5㈮・19㈮
11／2㈮・16㈮

杉山コーディネーター 大河内コーディネーター 森山コーディネーター 石川コーディネーター





”消費税軽減税率”対策セミナー 開催!!

弥生各種セミナー開催情報

 ☝上記セミナーお申し込み先☝
当事務所HPにあるお申し込みフォーム（各ページ）又はお電話、FAXにてお申し込みください。 

 ☝上記ご相談に関しましては☝
お電話にてご連絡ください。

弥生無料体験セミナー 弥生会計便利活用セミナー
経営に関するお困りごと、ご相談ください！

◆弥生無料体験セミナーや経営計画作成教室も行っています。詳しい日程等は当事務所HPを御確認下さい◆

WEB：http://www.tax.io/ 又は 原耕司税理士事務所 検 索
↑↑

原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所
〒421-1213  静岡市葵区山崎2丁目35-33  TEL：054-277-2525  MAIL：info.haratax@gmail.com

当事務所は
『経営革新等支援機関』です！

・そもそも、軽減税率って？
・どんな事業者が影響する？
・当社は本当に関係ないの？
・請求書やレシートの新しい記載ルールは？
・レジ交換って費用がかかりそう・・・
・レジ交換や導入に補助金があるって聞いたけど？
疑問や不明点を、税理士がわかりやすく解説致します。

【日　時】平成30年10月22日(月)
【お申込み期日】平成30年10月5日（金）
【時　間】13：30～16：00(150分） ※途中休憩含む
【料　金】3,240円(税込）
【定　員】10名　【会　場】静岡総合社会福祉会館シズウェル
※専用駐車場はございません。お越しの際は公共交通機関をご利用いただくか、近隣の有料駐車場をご利用ください。

【お申込方法】当事務所HP上のお申込みフォーム又は
お電話にてお申し込み下さい。

消費税率10％＆軽減税率スタートまであと1年！

弥生各製品ご購入前の方に、実際にソフトを
体験して頂けるセミナーです。

弥生会計をお使いの方に、”時短経理”に繋
がる便利機能をご紹介するセミナーです。

当事務所では、税務申告や会計監査はもちろん、お客
様に合ったご相談ごとにも対応いたします。

【開催日】2018年10月3日（水）
13:30～15:00 弥生会計／15:15～16:45 弥生給与
【参加料】無料　【定　員】4名
※こちらは実際に操作して頂く形式となります。

【開催日】2018年10月22日（月）
　　　　　13:30～15:00
【参加料】3,240円　【定　員】4名
※こちらは講師の操作をご覧頂く形式になります。

・飲食店や美容室を経営していて、POSレジから顧客管理
　クラウドソフトを利用した会計など、経理全体の業務
のご相談
・事業承継、経営改善など経営全般に関するご相談
・今後の投資や採用計画に基づいた経営計画書の作成

素早く対応

〒417-0055　静岡県富士市永田町1丁目153
シー.アール.シー株式会社 http://www.crcjob.net

TEL.0545-57-4655 FAX.0545-57-4651

お問合せ

一般労働者派遣事業（派 22-100010）　有料職業紹介事業（22-ユ-300339）

人手不足でお困りの製造・加工業を確実に支えます。

中番 夜勤 土日祝

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

10月17日㈬ 14：00～
TEL054-353-3401
10月23日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113

商工会議所 清水事務所
　
商工会議所 静岡事務所

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482



〒410-0006 沼津市中沢田279-1
TEL 055-924-4612　FAX 055-924-4621
http://hitokuru.atimes.co.jp

株式会社アルバイトタイムス

〒420-0876 静岡市葵区平和1丁目19-4
TEL 054-271-1971　FAX 054-251-5588
http://shichijo.co.jp

株式会社 七丈設計

事業主目線で建設プロジェクトをマネジメント
コンストラクションマネジメントとして、当社が”専門的な立場”か

つ”事業主目線”
で、建設事業を
円滑に推進しま
す。建設に関す
る困りごとや疑
問について、どん
な小さなことでも
お気軽にご相談
ください。

第１8回 
清水港興津フェア

10/14（日）9:30から清水港
（興津）でイベント開催！人気
のインポート賞品や、地元興
津の銘菓や採れたて野菜や
地酒販売も。韓国の屋台グ
ルメやキムチ漬け体験のほ
かフラメンコやベリーダンスな
どお楽しみ頂けます。当日は
レアカーも集まります。

ＨＷ・Ｘ’ＭＡＳ商品続々入荷中
なんでも揃う便利なお店ＰＰイトウ。イベント用品はイトウにおま

かせ！配達や他県
への発送も行って
おりますのでぜひ
ご活用ください。Ｆ
Ｂ・インスタも更新
中。セールや新商
品情報をcheckし
てみてくださいね。
年中無休。

応募・面接マニュアル
求人誌発行のアルバイトタイムスでは、「店長・人事担当者の
ためのお役立ちサイト　ヒトクル」にて採用担当者さまへお役

立ち情報を
配信。無料
会員登録で
D Lできる
「応募・面接
マニュアル」
なども多数
ご用意。

〒422-8063 静岡市駿河区馬渕3丁目7-20
TEL 090-1833-3412
http://www.siz-chiro.com

美Rakuカイロプラクティック

骨盤を整えて、将来まで健康で美しく
テキサスカイロプラクティック大学解剖実習修了、フランス政
府発行エステティックディプロマ習得。出会った方の健康と美
をとことん追求する凄腕院長が、お一人お一人丁寧にカウン
セリング、施術していきます。

〒424-0826 静岡市清水区万世町2-3-32
TEL 054-351-3273　FAX 054-351-2306
http://plaza3.dws.ne.jp/̃toco-54001a/

パッケージプラザイトウ（㈲伊藤セロファン）
〒424-0879 静岡市清水区有度本町5-18
TEL 054-376-5118
http://www.mokupere.com/

もくぺれ×GALLERY kino

陽だまりのような暖かさペレットストーブ
ペレットストーブは、炎の揺らめきと上質な暖房をお部屋にお届

けいたします。
当店はペレッ
トストーブ専門
店として100
台を超える設
置実績がござ
います。お気
軽にご相談く
ださい。

〒424-0206 静岡市清水区興津清見寺町1375-16
TEL 054-369-6666　FAX 054-369-5300
http://www.shimizufaz.co.jp

清水港振興 株式会社

わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

500,０0０円（税込）



丸子で味わう昔懐かしいとろろ汁

〒422-8061 静岡市駿河区森下町1-30
TEL＆FAX 054-202-7255

鉄板焼きレストラン ドン・岩﨑

気軽に鉄板中華と日本
酒をお楽しみください！

玄南通り入ってすぐの、内装にもこ
だわった“鉄板”中華酒場。オープン
キッチンで、アツアツの鉄板が奏で
る音と香りのライブ感をお楽しみ下
さい。県内全27蔵の日本酒もオス
スメ。地元の飲食店（中華と、鉄板
＆日本酒）で修業した２人が共同で
開業しました！

〒420-0034 静岡市葵区常磐町1-7-2
TEL＆FAX 054-253-6828
https://akafukurou.owst.jp/

常磐酒郭 あかふくろう

ドン・岩﨑リニューアルオープン
ＪＲ静岡駅南口そばの「鉄板焼きレストラン ドン・岩﨑」は開店
11周年を迎え、このほどリニューアルオープン致しました。石畳

と竹で和の趣が
あるエントランス
を設け、更に店内
もリフレッシュ。ス
タッフ一同新鮮
な気持ちで皆様
のお越しをお待
ちしております。

わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

〒421-0103 静岡市駿河区丸子7-11-5
TEL 054-259-5454　FAX 054-257-3338

一松園

健康食としても注目されている自然薯は消化も良くヘルシー。
のどを通るときの爽快感と口に残る大地の香りがたまりません。

夏の疲れた体
にとろろはいか
がですか？法
事・会食にも
是非ご利用く
ださい。また、
お子様連れで
もどうぞ！とろろ定食 1,400円（税別）～

鮮度の良い珈琲豆の香り、味をご
自宅で楽しんでいただきたいと思
い、平成17年に自家焙煎珈琲店
を開業いたしました。店内では珈
琲豆の挽き売り、ご贈答ギフトも
承ります。喫茶コーナーでは、地元
のお客様による作品展を開催して
おります。

〒420-0865 静岡市葵区東草深1-9
TEL＆FAX 054-247-1567
http://www.sugano-coffee.com

珈琲工房すがの

自家焙煎珈琲
豆専門店

珈琲100g 380円（税別）～

老舗とんかつ三笑の味 復刻かつサンド
トーストした食パンに昭和２年から変わらない太陽ケチャップを
ベースにしたソースで厚切りのとんかつを挟んだかつサンドは
正に三笑の味です。全品お持ち帰り可能。ご予算に応じた会
議や行楽のお弁当も承っております。

〒420-0913 静岡市葵区瀬名川2-27-33
TEL＆FAX 054-262-7010

とんかつ＆洋食オリーブキッチン和

ロースカツ150g 1,080円（税込） かつサンド ７５６円（税込）

日本酒飲み放題コース 4,500円（税込）

秋の味覚を五感でお楽しみください
おすすめは月替わりのコー
ス（5,000円）旬の食材を
使った秋の料理が並びま
す。そして多くのお客様か
ら人気のある黒毛和牛の
網焼き。季節の移り変わり
を感じる、岩市の料理に和
の心が和みます。料理と
共に、全国の地酒もご賞
味ください。

〒420-0816 静岡市葵区沓谷3-4-22
TEL 054-293-4151　FAX 054-293-4151

遊菜巧房 岩市



会員事業所限定で、年に1回無料掲載できます。申込方法等の詳細は わが社自慢 検　索で掲載事業所 募集中！

〒421-0123 静岡市駿河区広野5-11-15
TEL＆FAX 054-259-9961
http://Sarrys-cafe.com

Sarry's cafe（サリーズ カフェ）

〒420-0835 静岡市葵区横田町2-2 湯沢ビル1F
TEL＆FAX 054-252-5058

天盛楼

本格中華を手頃な価格で美味しく！
横田町にて出店させていただき早１８年が経ちました。多くのお

客様に御愛顧をいた
だいており感謝申し上
げます。当店は旬を感
じてもらえる国産の野
菜や魚・肉を吟味し、
伝統的中華料理の
手法により美味しく食
べてもらうことを店の
目標にしております。肉しゅうまい（干し貝柱入り）6個 850円（税込）

人気のあぶり寿司と創作料理

新鮮な生しらすを港の見えるカフェで！！
当店は駿河区の用宗漁
港が目の前のカフェレスト
ランです。水揚げされたば
かりの生しらすをパスタに
仕上げたり、地元の食材
を使用したメニューを充実
させております。港のオー
プンな雰囲気を感じなが
らお食事をお楽しみくださ
い。テラス席もあります。生しらすパスタ 1,296円（税別）

中トロ、太刀魚、金目鯛、あじ、ヒラメなど八種類のあぶり寿司
が人気です。コ－
ス料理は4000
円からございます。
またお寿司以外
にも、創作料理
もご用意してあり
ます。清水におこ
しの際は、是非ご
利用ください。

〒424-0926 静岡市清水区村松1-4-52
TEL＆FAX 054-335-4015
http://sakae1014.wix.com/

栄寿司

〒424-0816 静岡市清水区真砂町2-24
TEL 054-365-8808　FAX 054-365-8807
http://www.nasubi-ltd.co.jp/jissen_shimizu/

十千花前 清水

湊町清水ならではの新名物「鮪盛り」
今秋から新メニュー「鮪盛り」が登場！お刺身だけでなく、骨身、
中落ちのなめろう、皮と心臓のポン酢和えなど、鮪の色々な部

分を余すことな
く楽しめる一品。
秋限定の日本
酒「秋あがり」と
共に是非味わ
ってほしい。（デ
ィナータイムの
み※2人前より）二人前 2,980円（税込）

〒421-0112 静岡市駿河区東新田3-1-8
TEL＆FAX 054-259-8931

旬菜大食坊 ごっちゃあん

ちゃんこ料理で心も体も元気に！
当店は元力士が営むちゃんこ料理と炭火焼が自慢のお店で
す。素材を厳選し、手間を惜しまずお客様に笑顔のごちそうさま

を頂ける様頑張っ
ています。昔なが
らの製法で作る
炭火つるし焼豚も
好評です。おみや
げにも喜ばれてお
ります。ぜひ一度
ご賞味ください。

昭和44年から続くたこ焼き屋、たこでん。
粉はオリジナルでアルミフ
リーになっています。タコ
は真ダコで、添加物を使
用しない製法で仕上げて
います。たい焼きの餡子
は、北海道豆100%使用。
美味しくて、安全、安心の
オリジナルの材料で、まご
ころこめて焼き上げていま
す。ぜひご賞味ください。

〒424-0067 静岡市清水区鳥坂1166-1
TEL 054-347-1511　FAX 054-347-0133

㈱朶伝



ピッツァ マルゲリータ

〒424-0821 静岡市清水区相生町7-26
TEL＆FAX 054-353-3580
http://bsitalia1997.com

バール・スパゲッテリア イタリア dal 1997

わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

世界一大きい鯛焼きを販売しているお店です座敷用のテーブル席で宴会が楽ラク！
当店オリジナルの形、味の鯛焼きを販売しています。餡子もお
店で銅鍋を使用して作っています。大きさは、16ｃｍ－200円、

26㎝－500円、60
ｃｍ－3,000円（化
粧箱入り）の3サイ
ズです。お目出たい
時など、ご贈答品な
どにいかがですか。

〒421-0103 静岡市駿河区丸子5787-1
TEL＆FAX 054-257-7589

丸子峠鯛焼き屋

3,000円（税込）

手間暇かけた
本物の味を

エスパルスドリームプラザのす
ぐ近くにあり映画イニシエーシ
ョンラブの撮影舞台にもなった
洋風居酒屋。映画監督の堤
幸彦さん前田敦子さんが絶賛
した「牛舌ステーキカレー」は
デミグラスソースとカレーをミッ
クスしたオリジナルソースとトロ
ける牛舌のハーモニー。

〒424-0103 静岡市清水区入船町7-10
TEL 054-352-9285

㈲光輪（びすとろ光輪）

1,600円（税込）

イタリア人シェフの本場イタリア料理を気軽に！習いは古きに、創意は新しきを
清水で創業して22年。イタリア料理とイタリアワインの美味し

さとイタリア式味わ
い方をお伝えしてい
ます。ご存知ないイタ
リアを是非見付けに
にいらして下さい。写
真のコースをCorso 
Degustazioneとし
て2名様でお召し上
がり頂けます！！6,500円（税込）

生地にもソースにもこ
だわった高温窯焼き、
本格ナポリピッツァ。
ランチはセットで、ディ
ナーはビールやワイン、
様々なカクテルと共に
お愉しみください。

〒422-8067 静岡市駿河区南町5-34 ナカムラビル1F
TEL＆FAX 054-284-7504

PIZZERIA＆BAR SERENO

和牛焼肉なかじまは、「習いは古きに、創意は新しきを」と「地
産地消」が、メインコ
ンセプトのお店です。
おかげさまで10/10
に創業4年目を迎え
ます。徹底的に新鮮
食材にこだわりお客
様にご提供します。
忘年会、各種ご宴会
承ります。

〒420-0035 静岡市葵区七間町12-2 静岡東宝会館2F
TEL＆FAX 054-253-8929
http://s-sodachi.com

和牛焼肉なかじま 七間町本店

単品料理800円～ コース料理5,000円～（税別）

ゆったりお食事をしていただきたいので、座敷用のテーブル席
をご用意しまし
た。宴会が椅
子席でラクラク
できます。食事
は安田屋本店
伝統の蕎麦懐
石です。どうぞ
ご来店ください
ませ。3,780円（税込）

〒420-0832 静岡市葵区横内町53-1
TEL 054-245-0981　FAX 054-245-0984
http://yasudaya.150.jimdo.com/

（株）安田屋本店



会員事業所限定で、年に1回無料掲載できます。申込方法等の詳細は わが社自慢 検　索で掲載事業所 募集中！

地産地消の健康増進弁当は駿河にお任せ下さい
当店は安全安心を基本に地産地消・国産品の材料仕入れを
心がけ健康に良いおいしい料理のご提供に努めています。厳

しい衛生管理のも
と創業以来36年
間無事故を継続
中です。季節のお
弁当・オードブル・
仕出料理の市内
配達を承ります。
（800円税込み～）

〒422-8006 静岡市駿河区曲金3-1-10
TEL 054-284-7828　FAX 054-284-5696
http://www.surugarest.co.jp

レストラン駿河 （静岡産業サービス㈱）

2,160円（税込）

〒420-0034 静岡市葵区常磐町2-6-6 モアクレスト1F
TEL＆FAX 054-221-8828
http://www.youjin.cc/

遊心（ゆうじん）

おとなの居酒屋で気軽に本格和食
七間町で９坪の店を開店以来、現常磐町でも多くのお客様に

支えられ、来年で２０周
年を迎えられます。刺
身をはじめお料理はど
れもボリュームがあり、
何より美味しい。遠来
のお客様をおもてなし
する時はもちろん、普
段から気軽に通いたく
なるお店のひとつです。旬のおまかせコース 5,400円（税込）

〒421-2123 静岡市葵区油山2215-2
TEL 054-294-0157　FAX 054-294-0985
https://yuyamaen.com

油山苑

秘境気分で！会席料理＆温泉
静岡駅から車で30分。オクシズの入り口、自然に囲まれた小さ
な温泉旅館。料理は季節を感じる手作りの日本料理。創業か

ら続く猪鍋、ご
宿泊時の朝食
に並ぶ鮪のカマ
焼きも人気。ご
会食利用の際
も温泉入浴出
来ます。
5,4００円（税込）～

〒422-8067 静岡市駿河区南町8-8
TEL 054-285-1234
http://yururiyanikou.jp

ゆるり屋 二光

静岡名物と秋の味覚を楽しもう！
静岡駅南口で５３年、お一人でも、グループでも、安心して寄れ

るアットホームな
お店です。1階に
はカウンター・小
上がり・テーブル
席があり、2・3階
にはお座敷をご用
意。宴会は4～60
名様までOK!（前
日までに要予約）。

〒420-0886 静岡市葵区大岩1-8-19
TEL 054-246-2561　FAX 054-246-2994
https://lhiverdenfance.com/

有限会社りべーるだんふぁんす

オリーブの古木に囲まれたケーキ屋
日本で唯一オリーブの古木の中にあるケーキ屋です。樹齢
700年のオリーブを筆頭に樹齢数百年のオリーブを鑑賞でき

買うこともでき
ます。ひよこに
なる卵、搾乳か
ら24時間以内
にクリームした
ものなど体に優
しいものを作っ
ています。洋菓子230円（税込）～、オリーブ7,000,000円（税込）まで

〒424-0824 静岡市清水区巴町12-2
TEL 054-352-1555

割烹わかすぎ

静岡の旬を楽しむにはここで！
静岡鉄道の新清水駅傍の歴史ある割烹料理店。由比や三
保沖をはじめとする新鮮な「しずまえ鮮魚」を中心に様々な料

理を味わうことがで
きます。とっておきの
地酒とその時期の
旬な食材をふんだ
んに使った料理で、
静岡の食の豊かさ
を実感してください。
8,0００円（税込）



星　座 ： いて座
血液型 ： O型
趣　味 ： カラオケ（ポルノグラフィティのファンクラブ加入）、旅行（特に北海道）
ＴＥＬ ： 054-625-5757

浅井 裕貴さん

　

当
工
場
は
ア
ル
ミ
ナ・水
酸
化
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
を
製
造
し
て
い
る
素
材
メ
ー
カ
ー

で
、ア
ル
ミ
ナ
化
成
品
の
分
野
で
は
わ
が

国
最
高
水
準
の
技
術
を
擁
し
て
お
り
ま

す
。「
製
品
名
」を
聞
く
と
、馴
染
み
が

薄
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、耐
火
材
、人

造
大
理
石
、凝
集
剤
等
、実
は
皆
様
の
身

の
回
り
の
様
々
な
製
品
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
は
、品
質
保
証
や
検
査
業
務
を
担

当
し
て
お
り
、製
品
が
お
客
様
の
ご
希
望

に
沿
っ
た
品
質
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
か
分

析
を
行
っ
て
い
ま
す
。熟
達
す
る
ま
で
に

時
間
の
掛
か
る
役
割
で
す
が
、同
年
代
の

女
性
が
多
く
、明
る
く
仲
の
良
い
雰
囲
気

の
中
で
楽
し
く
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

休
日
は
、サ
ッ
カ
ー
等
の
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

や
音
楽
ラ
イ
ブ
を
見
に
行
っ
た
り
し
て
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。全
国
に
同
じ

趣
味
の
友
達
が
い
る
た
め
、遠
征
す
る
時

は
一
人
旅
も
兼
ね
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

新清水法律事務所　代表
静岡商工会議所青年部 平成30年度 青少年職育委員会副委員長

星　座 ： しし座
血液型 ： B型
趣　味 ： スポーツ観戦、ライブ
ＴＥＬ ： 054-334-2211

望月 彩未さん
日本軽金属㈱清水工場　

　

弊
事
務
所
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
案
件

と
、福
祉
案
件
に
注
力
し
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
案
件
と
は
、ネ
ッ
ト
の
掲

示
板
に
誹
謗
中
傷
を
書
か
れ
た
際
の
、削

除・損
害
賠
償
請
求
案
件
で
す
。福
祉
案

件
と
は
、成
年
後
見・相
続
の
案
件
を
指

し
ま
す
。成
年
後
見
と
は
、判
断
能
力
の

乏
し
く
な
っ
た
方
に
、財
産
の
管
理
者
を

就
け
る
こ
と
で
す
。

　

福
祉
案
件
を
扱
っ
て
い
る
と
、相
当
数

の
方
が
不
正
業
者
の
被
害
に
遭
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
痛
感
し
ま
す
。例
え
ば
、ど
う

考
え
て
も
不
要
な
物
を
多
数
買
わ
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。不
正
業
者
に

お
金
が
流
れ
て
い
て
は
、静
岡
の
活
性
化

も
望
め
ま
せ
ん
。適
正
な
業
者
が
利
用

さ
れ
る
こ
と
こ
そ
、静
岡
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

皆
様
も
、ご
親
族
の
判
断
能
力
に
疑

問
を
お
感
じ
に
な
っ
た
ら
、成
年
後
見

制
度
を
用
い
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し

ま
す
。

し
ご
と
な
で
し
こ

静

岡

の

未

来

不
正
業
者
か
ら
皆
様
を
守
る
こ
と
で

静
岡
の
商
業
を
活
性
化
し
た
い
！

実
は「
皆
様
の
身
の
回
り
の
様
々
な

製
品
」の
原
料
を
作
って
い
ま
す
。



※インタビュアーの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

東京工科大学  
IRセンター長・コンピュータサイエンス学部教授

未来の社会の姿を
徹底研究

な
い
よ
う
な
様
々
な
、そ
し
て
複
雑
な
変

化
が
起
き
る
の
で
、確
率
論
的
な
評
価

は
難
し
い
で
す
が
、だ
い
た
い
こ
う
いっ
た

範
囲
で
物
事
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
は
あ
る
程

度
可
能
な
ん
で
す
」。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済
協
力
開
発
機
構
）加

盟
国
の
研
究
者
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
関
係

者
ら
と
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ（
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
）な
ど
の
活
動
を
通

じ
、「
未
来
の
変
化
の
可
能
性
や
変
化
の

幅
を
研
究
し
て
い
ま
す
。何
度
も
議
論

を
繰
り
返
し
て
い
く
と
、一
人
で
は
思
い

浮
か
ば
な
か
っ
た
未
来
の
姿
が
見
え
て

く
る
の
で
す
」。

　

30
年
後
の
世
界
に
つ
い
て
は
、「
モ
ザ

　

先
端
的
な
経
歴
が
目
を
引
く
。現
在

の
研
究
の
中
心
テ
ー
マ
は「
未
来
洞
察
」。

６
年
前
、文
部
科
学
省
の
科
学
技
術・学

術
政
策
研
究
所
に
勤
務
し
た
時
に
、

「
日
本
の
科
学
技
術
の
30
年
後
を
予
測

す
る
調
査
を
担
当
し
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
」。国
際
的
な
人
脈
も
広
く
、各
国

の
専
門
家
も
一
目
置
く
。

　
「
未
来
洞
察
」は
、社
会
変
化
の
可
能

性
や
範
囲
を
知
る
た
め
の
手
法
で
、多

く
の
国
や
国
際
機
関
、多
国
籍
企
業
な

ど
が
活
用
し
て
い
る
。予
測
や
確
率
で
の

評
価
が
可
能
な
天
気
予
報
な
ど
と
違
っ

て
、「
未
来
は
今
の
わ
れ
わ
れ
が
知
り
得

イ
ク
化
す
る
社
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。意
見
が
違
う
人
た
ち
同
士
が
同

居
す
る
世
界
で
す
か
ね
」と
予
測
す
る
。

　

コ
ン
サ
ル
を
引
き
受
け
た
大
手
企
業

と
一
緒
に「
製
造
業
の
未
来
を
考
え
た

り
も
し
て
い
ま
す
」。リ
ス
ク
回
避
策
の

一つ
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
の
だ
。

　

常
に
世
界
に
目
を
向
け
て
い
る
七
丈

さ
ん
。「
静
岡
市
に
つ
い
て
、こ
う
し
た
ら

い
い
と
か
言
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
で

す
ね
」と
断
り
な
が
ら
も
、「
高
齢
化
や

過
疎
化
に
よ
る
減
退
な
ど
の
社
会
課
題

に
対
応
し
、同
時
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流

れ
に
し
っ
か
り
つ
い
て
いっ
て
ほ
し
い
」と

話
す
。

　
「
気
持
ち
が
若
い
60
歳
、70
歳
代
の

『
若
者
』を
含
め
、社
会
課
題
を
担
う
若

者
た
ち
の
活
動
、活
躍
が
、外
か
ら
見
え

る
形
に
な
っ
た
ら
素
晴
ら
し
い
と
思
い

ま
す
」。

　

大
学
と
の
連
携
も
指
摘
す
る
。「
静

岡
大
学
や
県
立
大
学
な
ど
が
持
っ
て
い

る
技
術
を
も
と
に
、事
業
化
し
た
り
、新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
生
ま
れ
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
で
す
ね
」。

　

大
学
と
の
連
携
に
は
田
辺
信
宏
市
長

も
前
向
き
と
さ
れ
、大
い
に
期
待
し
た
い
。

（
文
：
長
田
義
明
、写
真
提
供
：
七
丈
さ
ん
）

変
化
の
可
能
性・幅
を
知
る

七丈直弘さん

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

大
学
と
の
連
携
推
進
を

Naohiro Shichijo
静岡市葵区生まれ。県立清水東高校理数科卒業。1994年、東京大学理
学部数学科卒業。東大大学院工学系研究科博士課程修了、同大大学院
准教授、文部科学省科学技術・学術政策研究所上席研究官を経て、
2016年、現職に就任。48歳。
内閣府総合科学技術イノベーション会議上席政策調査員、文部科学省科
学技術・学術政策研究所客員研究官。政府の第10回科学技術予測調査
の設計・実施をした。東大大学院では、コンピューターグラフィックス、ア
ニメーションコンテンツ系の人材育成などに当たった。国内外で講演、著
書、論文多数。専門は未来洞察、技術経営、計算材料科学。



地産地消

ビ
ス
ト
ロ・イ
タ
リ
ア
ン・

チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ

ミ
ル
ポ
ワ

　
「
ミ
ル
ポ
ワ
」は
、Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
か
ら
石
田
街

道
を
南
へ
進
む
と
、国
道
１
５
０
号
と
の
交
差

点
の
手
前
左
に
あ
り
ま
す
。ヤ
シ
の
木
々
の
街

路
樹
の
中
に
現
れ
る
、南
イ
タ
リ
ア
の
民
家
の
よ

う
な
、赤
い
瓦
屋
根
と
白
い
壁
の
建
物
は
、リ

ゾ
ー
ト
気
分
を
か
き
た
て
ま
す
。

　

店
内
は
、木
を
基
調
に
、漆
喰
塗
り
の
白
壁
、

タ
イ
ル
貼
り
の
床
、オ
レ
ン
ジ
の
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス

の
色
調
が
マッ
チ
し
て
居
心
地
が
良
く
、な
つ
か

し
い
洋
楽
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　

村
松
正
博
さ
ん
は
、東
京
の
フ
レ
ン
チ
で
修
業

後
、１
９
９
９
年
に「
ミ
ル
ポ
ワ
」を
開
店
。素
材

を
活
か
す
イ
タ
リ
ア
ン
に
フ
レ
ン
チ
の
技
法
を
と

り
い
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
を
提
供
し
続
け
て
、

ま
も
な
く
創
業
20
周
年
。

　
「
渡
り
蟹
の
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
パ
ス
タ
」は
当

店
の
お
客
様
の
３
人
に
１
人
が
注
文
す
る
人
気

メ
ニュ
ー
。生
ク
リ
ー
ム
を
贅
沢
に
使
っ
た
ク
リ
ー

ム
ソ
ー
ス
が
好
評
で
、こ
の
ほ
か「
か
ぼ
ち
ゃ
の
ク

リ
ー
ム
パ
ス
タ
」「
た
ら
こ
と
ほ
う
れ
ん
草
の
ク

リ
ー
ム
パ
ス
タ
」な
ど
も
人
気
。平
日
ラ
ン
チ
は

ス
ー
プ（
本
日
は
カ
ボ
チ
ャ
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
）・サ
ラ

ダ・ド
リ
ン
ク
付
。

　
パ
ス
タ
と
料
理
を
少
し
ず
つ
楽
し
め
る
の
が
、

ハ
ー
フ
＆
ハ
ー
フ
ラ
ン
チ
。パ
ス
タ
は
、渡
り
蟹
の
パ

ス
タ
か
今
週
の
パ
ス
タ
を
選
択
で
き
、さ
ら
に
今

週
の
メ
イ
ン
料
理
を
楽
し
め
ま
す
。本
日
は「
浜

名
湖
産
ア
サ
リ
を
使
っ
た
ボ
ン
ゴ
レ
ビ
ア
ン
コ
／

カ
ニ
ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ
ケ・デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
」。

平
日
ラ
ン
チ
は
ラ
イ
ス
か
パ
ン・サ
ラ
ダ・ス
ー
プ・

ド
リ
ン
ク
付
。

　

料
理
の
味
は
素
晴
ら
し
く
、素
敵
な
料
理
写

真
が
並
ぶ
メ
ニュ
ー
を
眺
め
な
が
ら
、次
回
は
別

の
料
理
を
食
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

リ
ゾ
ー
ト
気
分
で
楽
し
む

こ
だ
わ
り
の
本
格
イ
タ
リ
ア
ンhttp://mirepoix1999.com/

【メニュー】

【営業時間】

【施　設】
【所在地】

ビストロ料理「マグロとアボカドのミルポワ風
カルパッチョ」「モッツァレラチーズとパンのは
さみ焼きたらこクリームソース」「まんまるチー
ズのライスコロッケ」など全14種480円。チ
ーズフォンデュ(パンのみ１～２名様用。その
ほか各種トッピングあり)1080円～。カキと白
舞茸・ルッコラのクリームパスタ1380円。以
上、料金は税別。記念日・お祝いサプライズ
コース２名様5000円～（税込、要予約）。
昼：11時30分～15時（L.O.14時）土日祝は30分
延長。夜：17時30分～22時（L.O.21時）無休。
テーブル席84名。駐車場26台。
静岡市駿河区高松2663‐1
TEL ０５４‐238-0232

ビチミ「道を
点
の

路
樹

う
な

ゾ
ー店

タ
イ

の
色

し
い

　

村
後
、１

を
活

り
い

ま
も「

店
の

左から、「ボンゴレビアンコ／カニクリームコロッケ・デミグラスソース」。「サラダ／カボチャのポタージュ」。ハーフ＆ハーフランチセット（パスタ／今週のメイン＋パンorライス＋
サラダ／スープ＋ドリンク）平日1180円・土日祝1500円（＋アイス）。「渡り蟹のトマトクリームパスタ」。単品1280円。ランチセット（＋スープ＋サラダ＋ドリンク）平日1180円・土
日祝1500円（＋パン＋アイス）。ビッラ・モレッティ330㎖580円。ギネス・ビール330㎖580円。サングリア（白・赤）グラス480円・デキャンタ（グラス３杯分）1180円。料金は税別。

シェフ

村松正博氏
サービス責任者

山田貴弘氏

至
清
水

至
清
水

至
焼
津

東名高速道路

石
田
街
道

JR静岡駅

駿河湾

下島



産業・情報プラザをご活用ください！
インキュベーションオフィス（創業者育成室） 起業家の入居を募集中！

貸会議室もご用意しております。
お気軽にお問い合わせください。

３
F

・・完全個室型  ・・空調（冷暖房）個別対応  ・・インターネットＬＡＮ回線（無料）  ・・３６５日、２４時間使用可能
【入居期間】 最長３年間　【入居中の費用】 室料 12,520円～／月、電気料、駐車場料
【入居条件】・創業５年以内  ・・新分野への進出  ・・創業計画中

社内研修や講演会等にご利用
いただけます。また、貸し出し
可能なパソコンもご用意して
おり、インターネットを使用する研修会も開催できます。

会議室1
少人数での打ち合わせや、会議にご利用いただけます。

研修室1・2

創業者育成室（完全個室型 全32部屋）

会議室2
少人数での打ち合わせや、研修会の講師控室等にご利用いただけます。

◎入居審査会（書類・面接）があります。

◎公共施設ですので、営利目的や公の秩序等を害する使用はできません。◎利用希望日の7日前までに申込み手続きが必要です。

■各部屋料金　★Wi-Fi使えます

研修室1・2（50名定員）

研修室2（20名定員）

研修室1（30名定員）

7,700円
3,080円
4,620円
9：00→12：00

10,270円
4,110円
6,160円

13：00→17：00

7,700円
3,080円

会議室2（ 8名定員）

会議室1（15名定員）

610円
3,080円

820円
4,110円

610円
3,080円

4,620円
18：00→21：00

■設備（特殊機器）使用料
・パソコン1台（1時間）100円
・ビデオプロジェクター（1時間）
　研修室1：1,020円
　研修室2： 510円

▲会議室1

６・７
F

★Wi-Fi使えます

静岡市清水産業・情報プラザ 指定管理者：静岡商工会議所
※第3日曜日・祝祭日・年末年始は休館日です。

〒424-0821 静岡市清水区相生町6番17号　TEL054-355-5400　FAX054-352-7817　E-mail：info@siip.jp　URL：http://www.siip.jp/

インキュベーションオフィス（創業者育成室） 起業家の入居を募集中！

実戦！営業研修11/15㈭
10：00～17：00～勝ちパターンを身につける！～

会場：静岡商工会議所 静岡事務所 403会議室　 参加費：会員12,960円、一般：16,200円（教材費・消費税込）

　営業のコツとは何でしょう？やみくもにお客様に当たっていくとスランプに陥り、会社の業績にも響き、結果、自己嫌悪に陥る人
もいる位です。新規見込顧客にも既得意顧客にも信頼される営業になる為にはどうしたらいいでしょう？本研修では、そうした営業
のコツを実習ワークとロールプレイイングにより強化します。
　単に行動するだけでなく、スランプを浅く短くし、より確率を上げていくために、業績・成果に直結する行動力と自信を身につけ
るため、理論と実戦ロールプレイングを重視した営業研修です。１日で見違えるセールスパーソンへの変身を目指しましょう。

必要事項をご記入後FAX（054-253-5119）にてお申込ください。 お問合せ IPTEL：050-3528-0853（直通） http://www.cci-biz.com/shizuoka/

①営業とは何だろう？　②営業のコツとは何だろう？　③勝ちパターン：準備編　④勝ちパターン：実践編　⑤目標達成のためのＰＤＣＡ

静岡商工会議所ビジネススクール



（%）

経営者の年齢別にみた事業承継の準備状況後継者の育成に必要な期間

既に準備をしている

これから準備をする

現時点では
準備をしていない
現在は事業承継を
考えていない

（出典）中小企業基盤整備機構
「事業承継実態調査」

（2011年3月）

（出典）中小企業庁委託
「中小企業における事業承継に関する

アンケート・ヒアリング調査」
（2016年2月 ㈱帝国データバンク）

（再編・加工）

事業承継相談 静岡商工会議所 （静岡市事業承継支援事業）

事業承継を思い立ったら、静岡商工会議所にぜひご相談ください。

〒420-0851 静岡市葵区黒金町20-8
TEL.054-253-5113  FAX.054-254-6713

まずは下記にご相談ください。必要に応じて専門家やコーディネータに取り次ぎます。（支援にかかる費用の10万円相当を本事業が負担。）
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